
燃料消費実績報告制度（Data Collection System）の概要
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今後作成予定のガイドライン等

2016年10月 MARPOL条約改正採択（MEPC70)

2018年2月 MARPOL条約改正発効

2019年1月 データ収集開始

(1)SEEMPガイドライン

(2)報告データへの検証ガイドライン

(3)データ報告フォーマット

(4)データベース管理ガイドライン

(5)非加盟国の船舶の扱いに関する文書

想定スケジュール（最短ケース）

・SEEMPを改定し、データ収集方法等を記載

・以下のデータを収集し、年間データを旗国政府に提出

- 燃料消費量(燃料種毎)

- 航海距離

- 航海時間

・IMO番号及び船舶の諸元(船種, GT, NT, DWT, エンジン

出力, EEDI, アイスクラス)を旗国政府に提出

国際航海船
（ 5,000トン以上）が対象

日本が通信作業
部会（CG）の
コーディネータと
して議論を主導


